
クイズの解説

第10回 スギ花粉症（2020年1月21日 日本経済新聞掲載） 「健やか情報」ページに戻るトップページに戻る

日本では国民の3割が罹患しているともいわれるスギ花粉症。日本でスギ花粉症の原因となるスギの木は学名を「クリプトメリア・ジャポニカ」と
いう日本固有のもので、高度経済成長期、木材の需要が増えた時代に人工林として植えられました。人工林の約7割をスギとヒノキが占めて
おり（図）、いま、木材として利用に適した時期を迎え、花粉症の原因ともなっています。現在、林野庁では、これら人工林の伐採を進め、伐
採後の再造林では花粉の少ない苗木などに植え替える取り組みを積極的に進めています。

海外でも、原因となる花粉は異なりますが、多くの人がさまざまな花粉症に悩まされています。北米ではキク科のブタクサ、北欧ではイネ科の
植物やシラカバ、地中海地域ではヒノキによる花粉症が多く、流行する季節もそれぞれ異なります。

花粉症はある日突然発症します。それは、体内に花粉という異物を排除しようとする物質（IgE抗体）が徐々に増え、一定量を超えると花
粉に対する免疫が働くようになり、花粉症の症状となって現れるのです。
まずは花粉との接触を避けること、日ごろから基本的な気配りを行うこと（セルフケア）が、何よりも花粉症の予防・軽減につながります。

＜ 正解 Ⅰ 日本だけ＞

図：日本のスギ林・ヒノキ林の割合

（林野庁 ホームページより引用）

・花粉情報をチェック
・外出を控える（花粉症の飛散の多い時間帯）
・外出時の完全防備
（帽子・メガネ・マスク・マフラーの着用、コートはつるつるした素材を選ぶ）
・帰宅時は、玄関でシャットアウト（花粉を外で払う）
・帰宅後は洗顔やうがいを

・ドア・窓を閉める（花粉の飛散が多いとき）
・掃除はこまめに
・お風呂・シャワーで花粉を流す
・空気清浄機を活用
・洗濯物・布団を外に干さない
・枕元の花粉を湿らせたタオル等で拭き取る

積極的に花粉症対策に取り組み、つらいシーズンを乗り切りましょう花粉症 セルフケア
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https://www.takata-seiyaku.co.jp/general/sukoyakanavi.html
https://www.takata-seiyaku.co.jp/index.html

